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且観光地点検
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⑪借楽園と清華亭

、北大植物園

③北海道立アイヌ総合センター

④旧北海道庁

⑬時計台
⑬アイヌ･アート

北海道におけるこれまでのツ

ーリズム開発の大きな問題点の

１つは、先住民族の歴史・文

化・現在に対する無知・無関心

そして軽視である。明治時代の

同化政策以降、長きにわたり政

府並びに国民の多くは、先住民

族問題に無関心であり続けた。

北海道の偏ったイメージ

しかし近年、「アイヌ文化振

興法」の施行（１９９７年)、国

連による「先住民族の権利宣

言」の採択（2007年)、衆参

両院での「アイヌ民族を先住民

族とすることを求める決議」の

採択（OB年）など、北海道の

歴史・文化は大きな見直しを迫

られている。

そうした中、道内各地の観光

の現場でもアイヌ民族・アイヌ

文化の正しい理解を促進してい

こうという機運が高まりつつあ

り、白老や平取町二風谷、阿寒
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都心で伝えるアイヌ文化

ヘリテイジトレイルの試み

など、アイヌ文化が色濃く継承

されている地域がその先進地と

して注目を集めている。その一

方でユニークな取り組みも現れ

始めた。札幌という人口１９０

万人の大都市、しかも都心部を

活用したヘリテイジツアーの試

みである。

観光地としての北海道は、

「フロンティア精神」やクラー

ク博士の「大志」といった言葉

で形容されることが多い。明治

の開拓期のイメージである。特

に札幌というまちはそれが顕著

であり、そうしたイメージの中

心に北海道庁旧本庁舎（赤れん

が庁舎）と札幌農学校（現北海

道大学キャンパスや時計台）が

ある。そして札幌を訪れた旅行

者のほとんどがアイヌ文化に触

れることなく札I幌を離れていく。

しかし、先住民族文化としての

アイヌ文化への理解や尊重を抜

きに、ことさらフロンティア精

神やロマンを語る観光プロモー

ションやプログラムは歴史を曲

解して伝えてしまう危険性があ

る。

北海道は先史時代より人が連

綿と住み続けてきた土地であり、

明治期以降の開拓の歴史は北海

道史のごく一部に過ぎない。つ

まり、現在の北海道の文化とは、

先史時代、アイヌ文化期、開拓

以降の文化が重なり合って形成

されている。特にアイヌ文化は

現在の北海道文化の基層をなす

もので、札幌の都心部でもその

痕跡を見ることができるし、現

在の生きた文化にも触れること

ができる。

こうした背景から、北海道大

学アイヌ・先住民研究センター

は、筆者の所属する観光学高等

研究センターと共同で、アイヌ

民族の積極的参加を得ながら、

０９年に先住民文化這産ツーリ

ズム・ワーキンググループを立

ち上げた。そして、札幌駅周辺

から北大キャンパスに至るエリ

アを中心に、旅行者・一般市民

が実際に歩きながらアイヌ文化

を感じ、理解することができる

「文化遺産発見のための散策コ

ース（ヘリテイジトレイル)」

の開発を行っている。

目的はサポーターを増やすこと

このワーキンググループでは、

トレイルを利用する対象者とし

て、これまでアイヌ文化に接点

の無かった人々、アイヌ文化に

興味を持っていなかった人々

（札幌を訪れる旅行者の多くが

そうである）を位置付けた。そ

してトレイル開発の目的を、ツ
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巳

北大キャンパス内に自生するトウレプ（オオ
ウバユリ）の調理法を解説するガイド

一リズムを通してアイヌ文化へ

の理解者を増やし、文化振興・

継承へのサポーターを増やして

いくことに置いた。

したがって、トレイルのコー

スも単にアイヌ文化に限定した

ものではなく、従来の開拓期を

象徴する観光スポット（北海道

庁|日本庁舎や時計台、クラーク

像やポプラ並木など）に、先史

時代やアイヌ文化期を象徴する

スポット、そして現在のアイヌ

文化に触れられる場所を組み合

わせた。歴史の重層性を違和感

なく感じることができ、そうし

た歴史が今も継続していること

を自然に理解できるように配慮

している。

例えば、札幌市中心市街地コ

ース（所要３時間）を例に取る

と、次のような具合だ（地図参

照)。①借楽園（１８７１年開設

の日本初の都市公園、先住民族

の生活の場としての湧泉）・清

華亭（明治天皇行幸の際の休憩

所）②北大付属植物園（約
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かつてはサケが遡上していたアイヌ民族にと
って重要なサクシュコトニ川

１０００年前の擦文時代の住居吐、

先住民族の生活の場としての湧

泉）③道立アイヌ総合センター

（アイヌ民族の歴史．文化に関

する展示）④北海道庁旧本庁舎

（樺太関係資料館）⑤時計台

（札幌農学校・開拓の歴史）⑥

札幌駅前通地下歩行空間など

（現代のアイヌ民族による刺繍

作品、アート作品)。

同様に、北大キャンパス内の

トレイルも、キャンパスを南か

ら北へ蛇行するサクシュコトニ

川（かつてはサケが遡り、アイ

ヌ民族が漁を行っていた川）に

沿って、竪穴住居吐から、アイ

ヌ民族の漁労施設出土地点、ア

イヌ語地名やアイヌ民族が活用

した植物、明治以降の歴史的建

造物など、１０００年以上に渡る

歴史を約３時間で重層的に触れ

られるようになっている。

Ｌ今後のポイント ノ

アイヌ民族自身が主体となっ

て、先住民族の「現在｜を伝え

観光地点検狸

る必要がある。というのも、道

内各地の現行の先住民族関連の

ツアーは、歴史や伝統文化の説

明に重点が置かれることが多く、

今を生きる先住民族の姿を知っ

てもらうという視点は十分では

ない。

現在都市部ではアイヌ民族は

「和人」と全く同様の生活スタ

イルで暮らしているが、アイデ

ンティティもしっかり持ち、文

化も継承しているということを、

アイヌ民族自身の生の声を通し

て知ってもらうことが重要だ。

アイヌ文化は決して過去のもの

でもなければ滅びてもいないか

らだ。

この点で、アイヌ民族のガイ

ドの存在は非常に重要である。

単に知識をツアー参加者に伝え

るだけではなく、ツアーを通し

て参加者はガイドと交流し、先

住民族の人間味や生活臭を等身

大で感じ、親しみを覚えること

ができる。こうした体験は、地

道ではあるが、先住民族の理解

者を増やし、文化継承や権利回

復へのサポーターを獲得してい

くうえで非常に有効な手段とな

るはずである。

札幌での取り組みでも、アイ

ヌ民族の若手有志がガイドとし

て活躍している。ツアーは未だ

試行段階であるが、アイヌ民族

による主体的な先住民族観光が

育っていくことを切に願うとと

もに、道外の読者諸賢にもこう

した状況に関心を持ってもらえ

れば幸甚である。回
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